
現在の課題

目指す顧客のメリット

デジタル製品

私たちのビジョン

改善余地のある 
ワークフロー

レポート作成に 
時間がかかる

ワークフローを合理化し、 
事務作業を 

削減することにより 
効率性を改善

患者さんの 
安全の最適化

一貫した内視鏡検査に 
対する標準指標の欠如

AI搭載ツールの 
支援による 

内視鏡検査の標準化

手作業による 
厳密な管理

コスト圧力が高まる 
在庫とサービスの管理

コスト効率化と
最適な機器活用を推進し、

持続的に進化

意思決定にかける 
時間不足

すべての症例に対して 
最適な評価を行うための 

時間が足りない

データプライバシーと情報 
セキュリティに対する高い 
基準を維持

人手不足への対策

財務管理

臨床成果の改善

事務業務の最小化

患者さんの安全に 
対するリスク管理

手技の前後・手技中の 
データに基づいた 
分析支援により、 

より適切な意思決定を実現

ワークフロー管理

内視鏡検査のワーク 
フローに沿って 
作業を自動化し、 
管理業務を最小化。 

レポート作成の質を高める

インサイト／分析支援

評価指標を可視化し、
内視鏡検査の

質の改善を目指す

資産管理

データをシームレスに 
活用し、機器の安定的・ 
効率的な稼働と

稼働時間の向上を目指す

CAD/AI

インテリジェント内視鏡医療エコシステム
内視鏡医療をリードするメドテックカンパニーとして、オリンパスはデジタル技術を活用することによって、患者さんや 

お客様のために、インテリジェント内視鏡医療エコシステムを構築し、ヘルスケアにおける4つの目的を達成していきます。

内視鏡医療の新時代へ

慢性疾患の増加と高齢化の進展を受け、医療現場ではより良

い治療成果をより多くの人に届けると同時に、医療従事者と患

者さんのエクスペリエンスを向上、さらに医療コストを抑える

という課題に直面しています。

　私たちは、デジタル化とオートメーションを活用したインテ

リジェント内視鏡医療によって、大幅な進歩が見込めると考え

ています。AIを活用したデータやコネクティビティにより、イン

テリジェントインサイト（人工知能によるサポート等）が可能と

なり、臨床や病院内での業務のニーズに対応できるようにな

ります。

　最先端のソフトウェアプラットフォームは、先進的なインテリ

ジェント内視鏡医療エコシステム構築の原動力となります。そ

して、現在および将来の臨床と病院内の業務のニーズを満た

すとともに、患者さんのケアの水準を向上するため、臨床医と

医療現場をサポートします。

　AIを含む最新のコア技術により、一連のペイシェントジャー

ニーを通じて、オリンパスのお客様にとって効率的で最適な臨

床成果の実現を目指し、データからのインサイトを提供します。

　オリンパスのソリューションは、製品のアップグレードサイク

ルの長期化につながっている「物売り」のビジネスモデルか

ら、継続的なソフトウェアの強化により「常にイノベーションを

提供し続ける」ビジネスモデルへの移行を目指しています。こ

のビジネスモデルは、当社のプラットフォームのソフトウェア

やアプリケーションのアップグレードによって成り立ちます。

　これにより、患者さんや医療従事者もより精度の高い早期

発見、診断、治療といった恩恵を得ることができます。データ

に基づく自動化されたワークフローソリューションにより、人

的要因のリスクを軽減し、効率性を向上するとともに患者さん

の安全を確保することを目指しています。また、容易で拡張性

のあるトレーニングを提供し、精神的負担を軽減することによ

り医療従事者の維持と確保にも貢献します。

　さらに、管理業務の自動化は非臨床の病院スタッフの効率

も向上します。データに基づく在庫管理、設備投資の最適化、

透明性のある資産管理等は、内視鏡医療に革命をもたらすソ

リューションの一例であり、より効率的で効果的な患者さんの

ケアと病院運営につながります。今後数年間で、医療における

AIサービスが飛躍的に成長することが予想される中、オリン

パスはデータを収集し、活用することで、内視鏡、スコープをは

じめとしたキャピタル製品、消化器科処置具をはじめとした消

耗品、感染対策、サービスなど、内視鏡医療のあらゆる要素に

おいてインサイトを提供できる強固なポジションを確立して

いきます。

　現在、当社では欧州の5つの病院と共同開発を進めており、

初期のソリューションに関して顧客から良好なフィードバックを

いただいています。2024年末までにさらに10カ所の共創セン

ターを開設する予定です。このテストフェーズを経て、2025年

には当社のポートフォリオにこのソリューションを加え、サブス

クリプションサービスとして販売を開始する予定です。私たち

は、2020年代の終わりまでに全世界の病院にインストールさ

れている消化器内視鏡システムのうち40,000台にこのソフト

ウェアプラットフォームをつなげて、ソリューションを提供する

目標を掲げています。インテリジェント内視鏡医療エコシステ

ムは、オリンパスの内視鏡医療の幅広いポートフォリオの可能

性を高め、相乗的な価値を最大限に実現します。

内視鏡検査における 
病変検出と判定を支援
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インテリジェント内視鏡医療エコシステム

Chapter 02    Our Strategy


